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1989年３月14日, ハンガリーは ｢難民の地位に関する条約｣ (以下, 難
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する責任も負うことになった｡
多くの東ドイツ人がハンガリーに殺到することを, 西ドイツは早い段階



















































































































がハンガリー内相ホルヴァート () と会談した｡ ８月７日
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パラッギが Stasi代表団と協議した時点で, ハンガリー側では, まだ西
ドイツへの出国を意図した東ドイツ人の扱いについて意思決定がなされて
いなかったことがうかがえる｡ 少なくとも, 帰国を拒み自国にとどまる東




























と, オーストリア＝ハンガリー帝国最後の皇帝カール１世 (Karl I.) の長






























































メト, ホルン, 内相ホルヴァート, 法務事務次官ボリチ (Borics Gyula),
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の東ドイツ人に第三国 (オーストリア) への出国を許可すべきか, 難しい


































改革を進めるうえで, 西側の東西関係に対する現状維持 (status quo), 少
なくとも急激な情勢の変化を望まない姿勢とハンガリーの孤立について懸
念を述べていた｡ 確かに, 1989年６月にはアメリカ大統領ブッシュ
(George Bush) がポーランド, ハンガリーを訪問し, 改革への支持を表
明していた｡ だが, アメリカから多額の経済援助など有効な支援策が示さ
れたわけではなかった｡
さらに, 当時の東側陣営内部は, 改革を志向するソ連, ポーランド, ハ
ンガリー, 改革に反対する東ドイツ, チェコスロヴァキア, ルーマニア,
ブルガリアの奇妙な勢力均衡の状態にあった｡ ゴルバチョフにとって, 東
欧の自立化容認の結果, ハンガリーへのいわば ｢ペレストロイカの輸出｣
が実現したといえる｡ 他方, 東ドイツ, チェコスロヴァキア, ルーマニア








































































対しては, 外相フィッシャー (Oscar Fischer), 社会主義統一党中央委員
会書記ミッターク (Mittag) が会談に応じた｡ ホルンは９月３日
の深夜から４日の未明に東ドイツ人の出国を許可するハンガリーの立場を
伝えた｡ その際, ホルンは ｢提案｣ でなく ｢決定｣ であると強調した｡ フィッ
シャーは ｢そんなことは受け入れられない｡ (ハンガリーの決定が) 破滅
的な結果を招く｣ と反発し, 決定の撤回を求めた｡ ホルンは ｢ハンガリー






















































だろう｡ 国境開放の決定の撤回は期待できない｣ と述べた｡ ハガー (Kurt
Hager) も ｢ハンガリーは二重のゲームをしている｡ 彼らのすることは正
常な二国間関係への障害であり, ボンからの指令に従うだろう｣ と述べた｡



















働者党の最高責任者となった議長ニェルシュ (Nyers ) に提出した｡
ホーネッカーはあらためてニェルシュにハンガリー側の決定の撤回を求め
た｡ ９日の夜, ニェルシュ, グロース, ネーメト, ホルン, コヴァーチが
対応を協議した｡ すでに６月23日から24日の党中央委員会で失脚してい















ニェルシュが述べた ｢一週間の延期｣ とは, 東ベルリンでホルンがフィッ
シャー, ミッタークに伝えた９月４日の国境開放の期日から数えての７日











































































た｡ 東ドイツにとって, カーダール政権期以来, 漸進的に自由化を進め西
側諸国との交流に前向きなハンガリーは最も警戒すべき相手であった｡
ハンガリーによる東ドイツ人の出国許可の決定は, 難民条約の加盟国と
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中心としたハンガリーの政策決定において, 今後の ｢国益｣ 追求の障害と
なる従来の ｢同盟｣ のパートナーである東ドイツへの配慮などみられなかっ








本稿では, 体制転換期のハンガリーの ｢西｣ の国境における動きについ
て論じた｡ 同時代の ｢東｣ の国境で生じた変化については, 今後の研究課
題としたい｡
【付記】本稿は, 平成25～27年度科学研究費助成事業 (挑戦的萌芽研究) の
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Hungary’s Opening the Border of Austria in 1989 :
With Special Reference to the Negotiations with
East Germany
Akira OGINO
The aim of this paper is to examine Hungarian foreign policy in the proc-
ess of the system change of 1989. Especially the author focuses on how
Hungary opened the border of Austria to let East German citizen leave for
West Germany.
The Hungarian Government began to remove barbed-wire stretched
around the border of Austria in May, 1989. The barbed-wire with a high-
tension current became a symbol of inhumane dictatorship after removing of
restriction to go abroad in 1987.
When more than 6,500 East Germans rushed to Hungarian territory in
summer of 1989, East German communist leaders urged Hungary to repatri-
ate them on the ground of the agreement of visa exemption between two
states in 1969, which obligated to send illegal visitor and criminal home mu-
tually. 	
the Hungarian Prime Minister, and Gyula Horn, the
Hungarian Minister of Foreign Affairs, refused to repatriate East Germans
with intent to emigrate to West Germany by way of Austria, and made an de-
cision on permitting to leave. 	
and Horn succeeded in gaining sup-
port from the West German Government and opened the border to let them
go to Austria, September 11, although East Germany protested against
Hungary’s decision.
This paper consists of following sections :
1. Introduction
2. Hungary and East Germany
3. The Problem of East Germans who wish to leave for West Germany
4. Hungary Opened the Border of Austria
5. Conclusion
